
平成２８年度  守口市下水道事業会計予算 

 

（総    則） 

第１条 平成２８年度守口市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）水 洗 化 人 口    １４４，７００人 

 （２）年 間 総 処 理 水 量    ２６，０７１，９００㎥ 

  （３）年 間 有 収 水 量    １６，４７４，０００㎥ 

  （４）主要な建設改良事業    管 渠 整 備 事 業     工事費等  ６７０，３００千円  管渠更新工事等 

                 ポ ン プ 場 整 備 事 業     工事費等  ８３４，６６０千円  ポンプ設備更新工事等 

                 処 理 場 整 備 事 業     工事費等  ６５２，１００千円  処理場更新工事等 

               

                

 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収         入 

第１款  下水道事業収益                                          ４，３７１，３４０千円 

第１項   営 業 収 益       ３，５８２，７３９千円 

第２項   営 業 外 収 益         ７８８，５９１千円 

第３項   特 別 利 益              １０千円 

 

 



支         出 

第１款   下水道事業費用                        ３，６６６，２２３千円 

第１項      営 業 費 用                   ３，２３５，０４２千円 

第２項      営 業 外 費 用                     ４２９，６８１千円 

第３項      特 別 損 失                      １，０００千円 

第４項      予 備 費                        ５００千円 

 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１，４５６，６２２千円は、

過年度分損益勘定留保資金８０３，１２２千円、当年度分損益勘定留保資金４８５，０４６千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額１６８，４５４千円で補てんするものとする。）。   

 

収         入 

第１款   資本的収入                             ２，２７３，３０７千円 

第１項      企 業 債                     １，３１９，５００千円 

第２項      他 会 計 負 担 金                     １１９，７０７千円 

第３項      国 庫 補 助 金                     ８３４，０００千円 

第４項      負 担 金 等                         １００千円 

 

 支         出  

第１款   資本的支出                           ３，７２９，９２９千円 

第１項      建 設 改 良 費                  ２，２９６，３７７千円 

第２項      固 定 資 産 購 入 費                    １１３，３０７千円 

第３項      企 業 債 償 還 金                  １，３２０，２４５千円 

 



（継続費） 

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。 

款 項 事 業 名 総  額 年  度 年 割 額 

   千円  千円 

１資本的支出 １建設改良費 

松下菊水放流幹線

立坑築造工事 
５５０，０００ 

平成２８年度 １３８，０００  

平成２９年度 ４１２，０００  

守口処理場送風機

設備工事（機械） 
８６０，０００ 

平成２８年度 ５６０，０００  

平成２９年度 ３００，０００  

守口処理場送風機

設備工事（電気） 
１３０，０００ 

平成２８年度 ６８，０００  

平成２９年度 ６２，０００  

 

 

 

 

 

 

 

 



（債務負担行為） 

第６条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

事   項 期   間 限 度 額 

梶 ポ ン プ 場 運 転 委 託 事 業 平成３０年度まで １３４，００３千円 

公営企業会計システム保守委託事業 平成３１年度まで １３２千円 

清 掃 ・ 警 備 業 務 委 託 事 業 平成３３年度まで ２，６２４千円 

電子計算機及び事務機器等借上事業 

（消費税率及び地方消費税率引上げ分） 
平成２９年度まで １９千円 

八 雲 ポ ン プ 場 運 転 委 託 事 業 

（消費税率及び地方消費税率引上げ分） 
平成３０年度まで ２，１４２千円 

電 気 保 安 管 理 委 託 事 業 

（消費税率及び地方消費税率引上げ分） 
平成３０年度まで ２００千円 

 

 

 



（企 業 債） 

第７条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起債の目的 限度額 
起債の 

方 法 
利率 

償  還  の  方  法 

資金区分 償還期限 左のうち据置期間 償還方法 そ の 他 

下水道施設整備

事業 
 1,208,000千円  

普 通 貸 借 

(証書借入) 

又 は 

証 券 発 行 

年 

7.0％ 

以 内 

政 府 

 

地 方 公 共 

団 体 

金 融 機 構 

 

そ の 他 

40年 

以内 
5年以内 

年賦又は 

半 年 賦 

元利均等 

元金均等 

左記の条件の範囲内において借

入先に融通条件がある場合その条

件に従うことができる。 

ただし、財政の都合により償還期 

限及び据置期間を短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利に借換えること

ができる。 

 なお、起債前借又は翌年度に繰越

して借入れることができる。 

寝屋川北部流域

下水道事業 
 111,500千円  

合 計 1,319,500千円 

 

（一時借入金） 

第８条 一時借入金の限度額は、２，０００，０００千円と定める。 

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第９条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）営業費用、営業外費用、特別損失 

（２）建設改良費、固定資産購入費、企業債償還金 

 

 

 

 



（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第１０条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用す

る場合は、議会の議決を経なければならない。 

 （１）職員給与費           ４２０，２８８千円 

 

 

 

 

平成２８年２月２５日提出 

                                       守口市長  西 端  勝 樹 
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